　「大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」施策評価調査票
	項　目
	３．ホームレス自立支援に関する取り組み

	事業実績及び
事業効果
	本市における平成２４年度の巡回相談実施状況は、延べ巡回日数１１５日、平成２５年１月実施の「ホームレスの実態に関する全国調査（概数調査）」におけるホームレス数は１６名で、主な野宿場所は河川敷１２名、都市公園３名、その他施設１名となっている。
平成24年度における巡回相談指導事業における個別対応により住居生活を始めた者は２名、医療機関に入院した者は６名、施設入所した者は１１名で、関係機関との連携により、社会、日常生活自立が可能となった者もいる。
巡回相談指導事業を継続していくことでホームレスの自立支援に一定の効果・実績をあげている。
ホームレス緊急一時宿泊事業では、平成24年度、１０名の利用があった。


	課題・問題点
	　ホームレスの年齢階層では、５０歳以上が８５．７％（２４年度）、野宿期間では５年以上１０年未満の者が２８．６％で、年々高齢化と長期化の傾向が伺える。
　このことは居住生活を開始する上での障害となり様々な問題を克服せねばなら　　　　ず、単に住居設定では解決できないところに課題を多く含む。
　又、仕事がなくなった若年層の相談、新規にホームレスとなる人や他市から　　　　　移ってきた人なども増えており、多様な方向性が必要とされる。

	計画に対する意見、今後の
取り組み方向
	　ホームレスの高齢化が進む中、社会性を身につけるような指導援助だけでなく、高齢

者に的を絞った新たな対策の構築が必要である。併せて、日常生活の自立に向けた
支援の強化が緊急課題であると思われる。
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